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国立民族学博物館研究報告　 5巻4号

彙 報 昭和55年7月 ～
　　昭和55年9月

評 議 員 の異 動

　 　 氏 　 名　 　 　 　任 　期

　 石 井 　良 助 　 (55.9.15～57.9。14)

　 伊 地 智善 継 　 (55・9・15～57・9・14)

　 市 古 　 貞次 　 　(55.9.15～57.9.14)

　 井 上 　 光 貞 　 (55,9.15～57.9.14)

　 江 上 　 波 夫　 (55.9.15～57.9.14)

　 岡 本 　 道雄 　 　(55.9.15～57.9.14)

　 北 村 　 　 甫　 (55.9.15～57.9.14)

　 木 田　 　宏 　 (55.9.15～57。9.14)

　 窪 徳 忠(55.9.15～57.9.14)

　 斎 藤 　 　 正　 (55.9.15～57.9.14)

　 鈴 木 　 　 尚　 (55.9.15～57.9.14)

　 直 江 　 広 治　 (55.9.15～57.9.14)

　 中尾 　 佐 助 　 (55.9.15～57.9.14)

　 林 屋 辰 三 郎　 (55.9.15～57.9.14)

　 久 山　 　康 　 (55・9・15～57.9.14)

　 馬 淵 　 東 一 　 (55.9.15～57.9.14)

　 向坊 　 　隆 　 (55.9.15～57.9.14)

　 山村 　雄 一 　 (55.9.15～57.9.14)

　 山本 達 郎 　 (55.9.15～57.9.14)

運 営 協 議員 の異 動

　 　 氏 　 名　 　 　 　任 　期

　 石 川　 榮 吉 　 (55.9.15～57.9.14)

　 伊 藤 　清 司　 (55・9.15～57.9.14)

　 大 島 　嚢 二 　 (55.9.15～57.、9.14)

　 甲 田　 和 衛 　 　(55.9.15～57.9.14)

　 白鳥 　 芳郎 　 　(55.9.15～57.9.14)

　 富 川　 盛 道 　 (55.9.15～57.9.14)

　 中 根 　千 枝 　 (55.9.15～57。9.14)

　 藤 岡　 喜 愛 　 　(55.9.15～57.9.14)

　 吉 田　 禎 吾 　 (55.9.15～57.9.14)

　 祖 父 江孝 男　 (55・9・15～57.9.14)

　 佐 々木 高 明 　 (55.9・15～57.9.14)

　 伊 藤 　 幹 治　 (55.9.15～57.9.14)

　 大 給 　近 達　 (55.9.15～57.9.14)

　 岩 田　 慶 治 　 (55.9.15～57.9.14)

　 和 田 　祐 一 　 (55.9.15～57.9.14)

館 内各種委員会委員の異動

標本資料評価委員の異動

　　氏　名　　 　　任 期

　芳井　敬郎　 (55.8.1～56.7.31)

　松崎　憲三　 (55.8。1～56.7.31)

海外における研究 ・調査収集活動

　氏 名 　 官 職 　 出 発 帰 国 　　 行 先

中山 和芳 助 手(第1研 究部)　 55・7・1　 56・7・31　 サイパ ン,ア メ リカ合衆国信

　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　 託統治領 ミクロネシア

庄司　博史　助　手(第3研 究部)　 　 55.7.2　 55.9.3　 　 フィンラン ド

杉本　尚次　教　授(第4研 究部)　 　 55.7・3　 55・8・18　　 アメ リカ合衆 国,西 サモア

野村　雅一　助教授(第5研 究部)　 　 55.7.9　 56,2.6　 　 ギ リシヤ,ル ーマニア

煎本 　 孝 助 手(第1研 究部)　 55・7・16　 55.9・14　 イ ンド

祖父江孝男　教　授(第1研 究部)　　 55.7・17　 　55.8・5　 　 大韓民国

泉 　 幽香 助 手(第5研 究部)　 55.7.20　 57.7.19　 フランス

小谷　凱 宣　助教授(第1研 究部)　 　 55.7.20　 55.8・20　 　 カナダ,ア メ リカ合衆国,デ

　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　 ンマーク,連 合王国

井狩　彌介　助教授(第2研 究部)　 　 55.7.20　 55.10.31　 　 ス リランカ

藤井　知昭　助教授(第2研 究部)　 　 55.7.21　 55.9.27　 　 パ キスタン,イ ンド
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彙 報

山本 順人 助 手(第5研 究部)　 55.7.21　 55.10.20　 パキスタ ン,イ ン ド

藤井　龍彦 　助教授(第4研 究部)　　 55.8.1　 55.9.10　 　 メキ シコ,グ アテマ ラ,パ ナ

　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 マ,　ペノレー

守屋　　毅　助教授(第1研 究部)　　 55.8.2　 55.8.20　 　 中華人民共和国

松山 利夫 助 手(第1研 究部)　 55・8.2　 55.8.20　 中華人民共和国

関本 照夫 助 手(第2研 究部)　 55.8.8　 55.9.30　 イン ドネ シァ

岩 田　慶治 教 授(第2研 究部)　 　 55.8.20　 55.11.30　 　 ス リランカ,イ ン ドネ シア

石森　秀三　助　手(第4研 究部)　　 55.8.24　 55.9.15　 　 アメ リカ合衆 国,ア メ リカ合

　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 衆 国信託統治領 ミクロネ シア

大給　近達　教　授(第4研 究部)　 　 55。8.24　 55.11.22　 　 ブラジル

君 島　久子　教　授(第1研 究部)　 　 55.8.29　 55.9.13　 　 タイ,香 港

和田　正平　助教授(第3研 究部)　 　 55.8.29　 56.2.27　 　 フランス,マ リ,ギ ニ ア,ト

　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ーゴ

江 ロ　ー久 助教授(第3研 究部)　 　 55.8.29　 56.2.28　 　 フラ ンス,マ リ,ギ ニア,ト

　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ーゴ,カ メルー ン

石毛　直道　助教授(第5研 究部)　 　 55.8.30　 55.9.3　 　 大韓民 国

福井　勝義　助教授(第3研 究部)　 　 55.9.8　 55.10.27　 　 ケニア,ザ ンビァ,ナ ミビァ,

　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 南アフ リカ共和国

伊東 　一郎　助　手(第3研 究部)　 　 55,9.11　 55.10.20　 　 ボー一ラン ド,チ ェコスロバキ

　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ア,ユ ーゴスラビア

長野　泰彦　助　手(第1研 究部)　 　 55.9.15　 56.1.15　 　 ネパ ール

来 館 者 抄

　 7月23日 　 中華人民共和 国文化宮訪 日友好

　 　　 　　 視察団一行

　 　　 　　 　 全　家　福(民 族文化宮副主

　 　　 　　 　 任 ・団長)

　 　　 　　 　 張 士 安

　 　　 　　 　 李　隻 喜

　 　　 　　 　 王 景 亭

　 　　29日 　Kenneth　 PREwiTT(ア メ リカ合

　 　　 　　 衆 国社会科学硬 究 協 議 会 理 事

　 　　 　　 長)

　 　　30日　 信森　廣光(福 山市立女子短期

　 　　 　　 大学教授)

　 8月1日 　 Paul　M.　THoMpsoN(ロ ンドン

　 　　 　　 大学東洋 アフ リカ学部助教授)

　 　　 4日 　 ヨーゼフ ・クライナー(ボ ン大

　 　　 　　 学 日本文化研究所長)

　 　　 　　 E・パ ウアー(ボ ン大学 日本文化

　 　　 　　 研究所)

　 　　 　　 R・マテ ィアス ・パ ウアー(ボ ン

　 　　 　　 大学)

　 18日　森　　主一(静 岡 女 子 大 学 教

　　　 　 授)

　 22日　 猪瀬　　博(東 京大学工学部教

　　　 　 授)

9月3日 　 Thomas　 CRuMP　 (Universiteit

　　　 　 von　 Amsterdam,　 Antropolo-

　　　 　 gisch-Sociologisch　Centrum)

　　8日 　 トーマス」・ベアーワール ド(ミ

　　　 　 ネソタ科学博物館地理学部 門デ

　　　 　 ィレクター)

　 10日　 中国出版代表 団

　　　 　　 曽 彦 修(団 長)

　　　 　　 趙　国　良

　　　 　　 崔　之　富

　　　 　　 範 振　江

　　　 　　 王　徳　林

　　　 　　 葉　宝　一

　 12日　 Carl　SAGAN(コ ーネル大学惑星

　　　 　 研究所長)

　 20日　 福間　知之(参 議院逓信委員会

　　　 　 委員長)
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

1.国 立民族学博物館研究報告 は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論文,資 料 ・研究 ノー ト,調

査研究活動報告等を掲載 ・発表す ることによ り,民 族学(文 化人類学)の 発展 に寄与す るもの

で ある。

2・国立民族学博物館研究報告に寄稿す ることができる者 は,次 のとお りとす る。

(1)国 立民族学博物 館(以 下 「本館」 という。)の教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組織

運 営に関与す る者

(2》 本館が受 け入れた各種研究員及び研 究協力者

㈲ その他本館 において適 当と認めた者

3・原稿を寄稿す る場合 は,論 文,資 料 ・研究 ノー ト,調 査研究活動報告等 のうち,い ずれであ

るかをその表紙 に明記す るものとす る。なお,こ の区分についての最終的な調整 は,国 立民族

学博物館研究報告編集委員会(以 下 「編集委 員会」 とい う。)に おいて行 う。(編集す る場合 は,

原則 として論 文及 び資料 ・研究ノー トを1段 組,そ の他の ものを2段 組 として取 り扱 う。)

4・原稿執筆における使用言語 は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペイ ン語,ロ シア語,中 国語

及び ドイツ語の うちいずれを用いて も差 し支えない。ただ し,そ の他 の言語を用いる場合 は,

編集委員会 に相談す るものとす る。

5・特殊 な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合 は,編 集委員会 に相談する ものとす る。

6.寄 稿する原稿が論文で,日 本語を使用する場合は,原 則 と して英文によ り500語 程度の要 旨

を付ける もの とし,そ の他の言語 によ る論 文の場合 は,編 集委員会に相談 するもの とする。な

お,寄 稿 する原稿 については,執 筆者名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記 しなければ

な らない。

7.寄 稿す る原稿 の枚数は,原 則 と して制限 しない。ただ し,編 集す る場合は編 集委員会の判断

により,紙 数等の関係か ら分割 して掲載す ることがある。

8.寄 稿す る原稿は,必 ず清書(欧 文 の場合はタイプ)し,原 稿の写 し1部 を添付す る もの とす

る。なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リングは,編 集委員会 で処理す る。

α 寄稿 され た原稿 は,審 査委員会において審査の うえ,採 否を決定する。なお,原 稿は,採 否

にかかわ らず原則 として返却 しない。

10.稿 料の支払い,掲 載料の徴収 は行わない。

11.原 稿の執筆 に当って は,別 に定 める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 による。

12.原 稿の寄稿先及び連絡先 は,次 のとおりとす る。

〒565大 阪府吹田市千里 万 国博記念公園

国立民族学博物館内

国立民族学博物館研究報告編集委 員会(電 話 代表06-876-2151)
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

1.原 稿 は,200字 詰原稿用紙を使用 し,横 書 きとする。

2.原 稿 は,図,表 を除 き,原 則 として黒 インクを使用す る。

3.日 本語を使用 して執筆す る場合は,原 則 として当用漢字,現 代かなつかいを用いる。

4.句 読点,括 弧,各 種記号等 は,原 則 と して原稿用紙 のマス目1字 分 の扱いをする。

5.原 稿中の年号,月 日及 びその他の数字 は,原 則 としてアラビァ数字 を用いる。なお,年 号 は,

原則 として西暦 とす る。

6・図及び表は,一 図,一 表ごとに別紙に書き,本 文 とは別に一括 して添付するもの とす る。な

お,図,表 ごとに通 し番号(「 図1」,「 表1」 等の要領 によ り記入),図,表 名及 び説明並びに

出典等を記 し,本 文原稿の欄外には,そ れぞれのそう入箇所を指定 するもの とする。
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　　[柳田1942:67-69]

　　[Leach　I　961:123]
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　　[柳田1942a:20-22][柳 田　1942b=10]
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